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偕
行
社
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
偕
行
社
は

本
年
4
月
か
ら
陸
修
会
と
合
同
し
陸
修
偕
行
社
に
名
称
変
更
し
ま
す
が
、
偕
行

社
の
良
き
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
陸
上
自
衛
隊
へ
の
支
援
を
よ
り
一
層
充
実
し
て

参
り
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
思
う
こ
と
は
安
全
保
障
、自
衛
隊
・
自
衛
官
の
こ
と
。

強
靭
な
自
衛
隊
の
保
持
（
抑
止
力
）
こ
そ
が
日
本
国
家
の
安
定
の
礎
と
い
う
考

え
は
O
B
に
な
ろ
う
と
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
「
偕
行
」
誌
で
安
全
保
障
・

自
衛
隊
の
課
題
、
あ
る
べ
き
自
衛
隊
等
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
に
は
本
年
が
素
晴
ら
し
い
1
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に

　

防
衛
省
は
令
和
5
年
10
月
か
ら
1
尉
か
ら
1
曹
の
階
級
に
あ
る
自
衛
官
の
定

年
年
齢
を
1
年
引
き
上
げ
、
更
に
令
和
6
年
10
月
に
1
佐
か
ら
3
佐
、
2
曹
及

び
3
曹
の
階
級
に
あ
る
自
衛
官
の
定
年
年
齢
を
1
年
引
き
上
げ
る
こ
と
を
公
表

し
た
。
令
和
4
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
国
家
防
衛
戦
略
及
び
防
衛
力
整
備
計
画

に
お
い
て
、
防
衛
力
の
中
核
で
あ
る
自
衛
隊
員
の
戦
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
基

盤
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
知
識
・
技
能
・
経
験
な
ど
を
備
え
た
人
材
の
一
層

の
活
用
を
図
る
た
め
、
精
強
性
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
自
衛
官
の
定
年
年
齢
の
引

き
上
げ
を
行
う
こ
と
に
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
自
衛
官
個
人
に
と
っ
て
は
自

衛
官
の
身
分
保
証
が
1
年
間
継
続
し
個
人
の
幸
福
追
求
の
観
点
か
ら
は
一
定
の

理
解
は
す
る
。
ま
た
部
隊
に
と
っ
て
は
知
識
・
技
能
・
経
験
等
を
有
す
る
人
材

を
確
保
し
、
慢
性
化
し
た
人
手
不
足
を
軽
減
す
る
効
果
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
定
年
延
長
に
つ
い
て
は
複
雑
な
思
い
で
あ
る
。
そ
れ
は

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
自
衛
官
候
補
生
の
採
用
者
数
が
計
画
数
の
6
割
に
も
満

た
な
い
こ
と
あ
る
い
は
近
年
の
中
途
退
職
者
数
の
増
加
な
ど
か
ら
、
定
数
を
少

し
で
も
満
た
す
た
め
の
実
員
確
保
の
面
が
大
き
く
、
将
来
を
見
据
え
た
真
の
精

強
な
る
部
隊
の
育
成
に
つ
な
が
る
の
か
疑
義
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

自
衛
隊
の
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
の
意
義
、
課
題

　

志
願
制
を
採
用
し
て
い
る
自
衛
隊
は
こ
れ
ま
で
精
強
性
を
保
つ
た
め
、
大
半

が
50
歳
代
半
ば
で
退
職
す
る
「
若
年
定
年
制
」
や
2
・
3
年
を
1
任
期
と
し
て

採
用
す
る
「
任
期
制
」
な
ど
、
一
般
の
公
務
員
と
は
異
な
る
人
事
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
自
衛
隊
創
設
時
の
定
年
年
齢
は
3
曹
40
歳
、
3
尉
45
歳
、
3
佐
50
歳

で
あ
っ
た
が
、
昭
和
38
年
か
ら
1
尉
〜
3
曹
ま
で
の
定
年
延
長
を
皮
切
り
に
逐

次
全
階
級
に
拡
大
し
て
き
た
。
令
和
5
年
か
ら
6
年
に
掛
け
て
一
般
公
務
員
の

定
年
年
齢
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
将
補
・
将
の
階
級
を
除
く
全
階
級
に

お
い
て
定
年
延
長
を
し
た
。
当
時
は
終
身
雇
用
を
前
提
に
若
年
定
年
制
を
採
用

し
て
い
る
自
衛
官
と
公
務
員
と
の
間
で
は
勤
続
年
数
に
格
差
が
で
き
、
処
遇
改

善
の
た
め
の
定
年
延
長
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。
現
在
定
年
年
齢
60
歳
の
国
家

公
務
員
は
将
来
65
歳
に
な
る
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
自
衛
官
に
も
準
じ

て
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
衛
隊
は
老
人
ク
ラ
ブ
化
し
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

な
ぜ
精
強
性
が
自
衛
隊
に
は
必
要
な
の
か
。
言
わ
ず
も
が
な
自
衛
隊
は
武
装

集
団
で
あ
り
、
陸
自
を
例
に
と
る
と
職
種
・
職
務
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は
あ

る
が
、
自
衛
官
は
部
隊
訓
練
の
中
で
職
務
に
必
要
な
知
識
・
技
能
・
経
験
・
体

力
を
身
に
着
け
て
い
く
が
、
人
間
誰
し
も
40
歳
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
そ
れ
を
支
え

る
体
力
は
下
降
し
て
い
く
。
自
衛
官
は
健
康
で
一
定
の
体
力
を
保
有
し
て
お
か

な
け
れ
ば
部
隊
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
50
歳
代
の
自
衛
官
は

平
均
的
な
社
会
人
と
比
較
す
れ
ば
遙
か
に
体
力
は
優
れ
て
い
る
と
は
言
う
も
の

の
、
演
習
は
実
戦
を
想
定
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
悪
天
候
下
の
野
外
で
長
期
間

に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
20
歳
代
の
若
者
と
比
較
す
れ
ば
筋
力
、
持
久
力
、

体
力
の
差
は
如
何
と
も
し
難
い
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
55
〜
56
歳
の
隊
員
に
こ

れ
以
上
の
無
理
を
さ
せ
る
こ
と
は
忍
び
な
い
。

　

し
か
し
今
年
か
ら
第
1
線
部
隊
の
主
力
で
あ
る
隊
員
の
定
年
年
齢
が
1
歳
延

長
さ
れ
た
上
、
若
い
隊
員
の
入
隊
率
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
は
、
自
衛
隊
が
老

齢
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
精
強
性
に
反
す
る
。

　

国
家
安
全
保
障
の
最
終
的
な
担
保
で
あ
る
自
衛
隊
が
精
強
性
を
無
く
せ
ば
、

国
家
は
危
殆
に
瀕
す
る
。
実
員
増
強
の
た
め
に
は
定
年
延
長
の
他
に
方
策
は
な

自
衛
官
の
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
思
う

理
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い
か
考
え
て
見
た
い
。

な
ぜ
任
期
制
自
衛
官
の
応
募
者
数
、
採
用
者
数
は
増
え
な
い
の
か

　

一
つ
の
原
因
で
あ
る
任
期
制
自
衛
官
の
入
隊
者
の
減
少
に
つ
い
て
考
え
て
見

る
。
日
本
は
コ
ロ
ナ
後
の
経
済
回
復
、
少
子
化
等
の
影
響
に
よ
り
人
材
獲
得
競

争
が
起
き
て
お
り
、
自
衛
隊
も
も
ろ
に
そ
の
渦
中
に
あ
る
。
令
和
4
年
度
の
高

校
新
卒
求
人
倍
率
は
募
集
が
極
め
て
厳
し
か
っ
た
バ
ブ
ル
期
（
平
成
3
年
度
の

3
・
08
倍
）
並
み
の
水
準
（
3
・
01
倍
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
自
衛
官
等
の

応
募
者
数
は
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
3
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
応
募
者
数
は
約

26
％
（
約
3
万
人
）
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
今
後
の
自
衛
隊
の
浮
沈
に
大
き
く
影
響
す
る
一
般
曹
候
補
生
と
自
衛
官

候
補
生
と
の
応
募
者
数
と
採
用
者
数
の
現
状
は
、
一
般
曹
候
補
生
が
採
用
計
画

数
と
採
用
者
数
の
達
成
率
が
概
ね
1
0
0
％
に
達
し
て
い
る
が
、
自
衛
官
候
補

生
は
採
用
計
画
数
に
対
し
未
達
成
の
年
度
が
約
10
年
続
い
て
い
る
。
ま
た
充
足

が
向
上
し
な
い
の
に
加
え
、
近
年
中
途
退
職
者
数
（
幹
部
、
准
尉
、
曹
、
士
を

含
む
）
が
4
0
0
0
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
令
和
3
年
度
の
中
途
退
職
者

数
は
合
計
5
7
4
2
名
（
内
曹
士
5
2
1
6
名
）
で
あ
り
、
直
近
2
番
目
に
多

い
人
数
と
な
っ
て
い
る
。
曹
・
幹
部
に
昇
任
し
て
も
中
途
で
退
職
す
る
あ
る
い

は
新
た
な
人
材
が
入
隊
し
な
い
の
は
自
衛
隊
に
魅
力
が
な
く
、
や
り
が
い
の
な

い
職
場
の
裏
返
し
で
も
あ
り
、
暗
澹
た
る
思
い
で
あ
る
。
自
衛
隊
の
定
員
は
平

成
8
年
度
に
は
約
27
万
4
千
人
で
実
員
は
約
23
万
9
千
人
で
あ
っ
た
が
、
政
府

の
行
財
政
改
革
の
方
針
に
倣
い
、
平
成
8
年
か
ら
22
年
頃
ま
で
自
衛
官
定
数
も

実
員
も
減
ら
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
令
和
4
年
度
末
は
定
数
約
24
万
7
千
人
実

員
約
23
万
3
千
人
で
あ
る
。
未
だ
に
定
数
と
実
員
に
は
約
1
万
4
千
人
の
乖
離

が
あ
る
。
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画
で
は
現
在
の
自
衛
官
総
定
員

（
24
・
7
万
人
）
を
増
や
さ
ず
、
既
存
部
隊
の
見
直
し
、
民
間
委
託
等
の
部
外

力
の
活
用
等
に
よ
っ
て
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
図
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
疑

義
を
呈
し
て
き
た
が
、
定
数
を
上
げ
る
ど
こ
ろ
か
定
数
に
満
た
な
い
実
員
を
上

げ
る
こ
と
に
、
防
衛
省
が
全
力
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
承
知
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
寂
し
い
思
い
が
す
る
。
今
後
数
年
は
先
ず
こ
の
定
現
乖
離
を
な
く
す

た
め
定
年
延
長
で
一
時
的
に
凌
ぎ
つ
つ
、
更
に
中
途
退
職
職
者
の
抑
制
に
努
め
、

任
期
制
隊
員
を
始
め
各
種
の
募
集
に
応
じ
る
新
た
な
人
材
の
入
隊
を
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
自
衛
隊
が
若
者
に
と
っ
て
魅
力
溢
れ
、

や
り
が
い
が
あ
り
、
国
民
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
、
敬
意
を
払
わ
れ
る
組

織
に
変
貌
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。

自
衛
官
の
身
分
保
障
と
処
遇
は
十
分
か

　

日
本
に
は
公
務
員
と
称
す
る
人
が
総
計
約
3
3
5
・
3
万
人
い
る
。
そ
の
う

ち
地
方
公
務
員
が
約
2
7
6
・
4
万
人
（
82
・
4
％
）、
国
家
公
務
員
が
約
58
・

9
万
人
（
17
・
6
％
）
い
る
。
国
家
公
務
員
は
国
家
公
務
員
法
の
適
用
を
受
け

る
省
庁
の
職
員
、
検
察
官
等
（（（
約
29
・
1
万
人
（
49
・
1
％
）））
と
国
家
公
務

員
法
の
適
用
を
受
け
な
い
各
省
庁
大
臣
、大
使
、裁
判
官
、防
衛
省
職
員
な
ど（（
約

29
・
8
万
人
（
50
・
6
％
）））
か
ら
な
っ
て
い
る
。
自
衛
隊
員
（
防
衛
省
職
員
）

は
特
別
職
職
員
で
約
26
・
8
万
人
い
る
が
こ
の
う
ち
自
衛
官
約
24
・
7
万
人
と

事
務
官
等
約
2
・
1
万
人
か
ら
な
る
。
自
衛
隊
員
は
一
般
職
と
は
別
に
独
立
し

て
人
事
管
理
さ
れ
、
ま
た
自
衛
官
の
給
与
制
度
は
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
法
律
を
基
本
法
と
し
、
自
衛
官
の
任
務
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
独
自
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
給
与
は
「
俸
給
」「
諸
手
当
」「
現
物
支
給
」「
退
職
手
当
」

で
構
成
さ
れ
、
一
般
職
の
給
与
を
参
考
に
俸
給
表
が
作
成
さ
れ
、
自
衛
隊
の
任

務
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
独
自
の
各
種
手
当
等
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
防
衛
省
と
し
て
人
的
基
盤
の
強
化
の
た
め
給
与
、
栄
典
・
礼
遇
、
再
就

職
支
援
等
の
処
遇
施
策
、
生
活
・
勤
務
環
境
の
改
善
、
予
備
自
衛
官
等
の
活
用
、

人
材
の
有
効
活
用
等
の
施
策
を
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
が
、
先
ず
真
っ
先
に
や

る
べ
き
こ
と
は
今
後
こ
の
特
殊
性
を
活
用
、
拡
大
し
一
般
職
を
上
回
る
自
衛
官

俸
給
表
と
諸
手
当
の
抜
本
的
改
定
、
万
が
一
の
賞
じ
ゅ
つ
金
、
遺
族
年
金
の
改

定
で
あ
る
。
自
衛
隊
の
職
務
は
公
安
職
の
警
察
官
、
消
防
官
に
比
べ
て
厳
し
い

こ
と
は
良
識
あ
る
国
民
に
は
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
事
に
臨
ん
で
は
危

険
を
顧
み
ず
」
と
宣
誓
し
て
い
る
自
衛
隊
員
の
厳
し
い
仕
事
に
見
合
う
だ
け
の

国
家
か
ら
の
給
与
、
手
当
、
万
が
一
の
処
遇
等
所
謂
身
分
保
障
の
不
備
・
不
足

が
自
衛
隊
離
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
人
員
を
増
強
す
る
た
め
に
は

自
衛
官
特
有
の
任
期
制
自
衛
官
制
度
を
含
み
身
分
保
障
制
度
を
抜
本
的
に
変
換

す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
定
年
年
齢
で
は
な
く
米
国
の
よ
う
に
上
限
年
齢
と

し
、
旧
軍
の
よ
う
に
曹
以
上
の
自
衛
官
の
身
分
を
現
役
、
予
備
役
、
後
備
役
に

区
分
し
て
そ
の
上
限
年
齢
を
定
め
、
現
役
を
退
官
し
た
自
衛
官
に
は
恩
給
を
付

与
す
る
代
わ
り
に
有
事
や
大
災
害
時
に
は
予
備
自
か
ら
現
役
復
帰
を
義
務
化
す

る
な
ど
従
来
の
延
長
線
で
は
な
く
自
衛
官
の
身
分
保
障
制
度
を
抜
本
的
に
検
討

す
べ
き
時
が
来
て
い
る
。
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